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(1)(x＋3)(x＋5)＝x　＋　x＋　





2

















≪学習問題≫


右の式の　にあてはまる数　


を求めましょう。どんなこと


がわかるでしょうか。























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・多項式の積を展開して求める方法を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・1年「文字の式」から，同類項はまとめることを経験している。


○共同追究でのゆさぶり


・もとの式と展開し終えた式の項の関係を説明するのは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・1年「文字の式」で，ax＋bx＝(a＋b)xとなることを，何個分の考え方や分配法則を使って説明している。


・文字部分が同じ場合，係数で比較できることを学習している。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








(2)(x－3)(x＋5)＝x　＋　x＋　





2























(3)(x＋3)(x－5)＝x　＋　x＋　





2

















(4)(x－3)(x－5)＝x　＋　x＋　





2

















②見通し: 数の項の符号が違うことで，展開した式はどう変わってくるのだろうか。


→　多項式を展開すれば，きまりを見つけられそうだ。








１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:多項式を展開して，xの係数や数の項のきまりを見つけよう。





③個人追究: 多項式を展開し係数や数の項のきまりを見つける。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「xの係数や数の項について，いえそうなことは何だろうか」


→「xの係数は多項式の数の項の和に，数の項は多項式の数　　


の項の積になっている。」


「数の項が負の場合も，(－3)＋(－5)＝－8と考えればよい。」





④共同追究後半（思考を深める）


「なぜ，xの係数は多項式の数の項の和になるのだろうか？」→「展開した式にxの項は必ず2つあり，同類項をまとめる


から係数が和になるんだ。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・(x＋a)(x＋b)を展開した式は，x２＋(a＋b)x＋abとなり，xの係数は数の項の和に，数の項は数の項の積になる。


・多項式からxの係数も数の項もすぐわかる公式として使える。





⑥定着･活用問題


(1)(x＋3y)(x＋5y)の場合にも，学習問題で見つけたきまりは使えるだろうか。また，yの項はどうしたらよいか説明しよう。


(2)次の式を展開しよう。


　　ア(x＋2)(x＋3)　　イ(x－6)(x－4)　　ウ(a－1)(a＋2)





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・課題把握で4つの多項式のかけ算の式を示す場面では，それぞれの式の共通点や相違点に気づかせるとともに，展開した式の予想を大切に扱いたい。


・xの係数が多項式の数の項の和になることを説明させる場面では，x２＋3x＋5x＋15＝x２＋(3＋5)x＋15のように，展開の途中の式を大切に扱い，文字a，bを用いた一般式につなげる。





【板書計画】








